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1　は　じ　め　に

高級樹種の生育に適さない高原園に広がるアカマツ，カ

ラマツ造林地の林床野草を肉用繁殖雌牛の放牧によって活

用し，山間高冷地における畜産と林業それぞれの低収益性

を相互補完することは，山村地域の振興の一助として重要

である。本研究は，アカマツ，カラマツ人工造林地に，植

林後2年目より13年目に至る期間連続して日本短角種子付

雌牛の夏期放牧を行い，造林木に対する放牧の影響と造林

地牧養力の年次推移を調査し，林畜共存の可能性を検討し

たものである。本報告はこのうち主として，通常の育林法

による人工造林地における実用的放牧の可能な林令の限界

を明らかにする目的で行われた，研究の後半6年間の結果

である。

2　試　験　方　法

（1）試験場所：　県有模範称外山事業区

（2）面積，牧区数：　240h8，8牧区（1牧区21～38

b■）

は）地形，気象：標高720～900m，傾斜度10～20ミ

年平均気温↓0℃，降水量1．400加程度。

（4）下相植生タイプ：雑草型，短革型，ササ型，雑饉

木型及びその組合せタイプ

（5）林況：①植栽樹種　アカマツ，カラマツ，②植栽

方法：5列列状混穂，③植栽本数　アカマツ4．000本／h8

カラマツ2，500本／b8．④植栽年度　43～46年

16）供試家畜：　日本短角種の子付雌牛延べ713頭とそ

の子牛539頭及びまき牛用種雄牛延べ13頭を使用した。

（7）放牧方法：①46－52年の間は放牧期間を通して

棟内に放牧を行った。②53年以後は補助牧区を併用した。

③各年次ともほは6月初旬から9月下旬までの，96～128

日間の輸換放牧を行った。

3　試　験　結　果

（1）林床への到達日射量の年次推移

アカマツ杯，カラマツ林共に林令を重ねるにしたがい，

－195－

林床に到達する日射量は急速に減少し，アカマツの13年生

林では6年生林の約20％，カラマツの13年生杯は7年生林

の約20％の到達日射量となった。しかし各年次を通じて，

アカマツ林はカラマツ林より約10％程度明るかった。

12）林床野草生産量の年次推移

7年生杯の時点で556吻／108であったアカマツ林床の

野草生産量は9年生に至り857吻／108へと増加したが，

以後再び減少し13年生林では313吻／108となった。カラ

マツ林においては7年生林の時点で995吻／108あった野

草収量は，以後直線的に減少し13年生林では277毎／108

となった。

（3）造林木の生長（樹高）

アカマツ林，カラマツ林共に放牧を行った場合は，行わ

ない場合に比べて樹高の成長はやや劣る傾向が見られたが，

有意な差ではなかった。

（4）造林木の被害の推移

1967年に井上l）によって示された造林木の被害程度の判

定基準を用いて被害木の調査を行い，表中に示された中書

以上のものを被害木として計上した。
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図1　林令と造林木の被害率

2年生林で7～8％あった被害の発生率は10年生林では

ほぼ皆無となった。また同一牧区内において年次比較を行

ったところ，年々低下する牧葦力と比例して被害率の低下

が見られる。しかし同一林令の放牧地相互間で比較した場
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合・放牧圧と被害率の間には一定の関係は見られなかった。　らず・13年生林での放牧圧はbト当たり20C・D程度となっ
樹種別に見ると，2～9年生林まではアカマツの被害はカ

ラマツの被害を1～6％程度上回っていたが，10年生林以

後では，いずれの樹種もほとんど被害は見られなくなった。

（5）造林木の林令と放牧圧の推移

植林後2～3年の闇は造林木の放牧被害を最少限に止め

るために放牧圧をh当たり40C・D以下に押えろ必要があ

る。4年生林から9年生林までは林床植生を放牧家畜によ

って充分活用させろことが可能で，h8当たり40C・D以上

の放牧圧にすることができた。10年生林以後は年々低下す

る林床野草生産量に合わせて放牧圧を減少させなければな

表1子牛の増体（D．G．）の年次推移

た。

（6）子牛のD．0．の推移

放牧期間中のD・0・は放牧圧がやや過乗であったと考えら

れる52●53両年を除けば，当場の平年の子牛の増体成凱こ

比較し遜色のない良好な結果を示した。

植林後11年日頃より造林地の牧糞力は急速に衰え始め，

子牛の増体に影響を与える。その対策として衰えた牧毒力

に見合う程度の補助的な牧区を輪換の中に組み込んで使用

することにより・子牛の増体成績の低下を防ぐと共に，造

林木の放牧被害を押えることができた。

性 別

年　 次 50 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5

警 芸 （日） 造　 林　 地　 放　 牧

11 3
うち造 林 地

120
うち造 林地

126
うち造林地

12 8 1 18 12 1 7 7 7 7 3 9

8

頭　 数 （頭） 13 13 18 2 5 17 13

増 体 臭 （吻） 9 5．0 8 5．0 76．0 5 8．0 39．4 9 4．5 5 9．2 10 5．5 2 2．6

D ．0 ．（吟） 74 2 0 ．7 20 0．も2 6 0 ．5 14 0．5 12 0．7 8 8 0．76 9 0 ．8 3 8 0．5 8 0

9

頭　 数 （頭） 2 1 14 1 4 2 4 1 5 2 4

増 体 圭 （晦） 76．0 8 0．0 純 ．0 5 8．8 4 3．1 7 2．2 4 5．7 8 8．5 17．7

D ．0 ．（吻） 0．6 4 0 0．6 7 5 0．54 8 0．5 2 1 0．56 0 0．6 0 1 0，5 9 4 0．7 0 2 0 ．4 5 3

（7）明2才牛及び成年の増体成績

調査を行った全ての年次において，明2才年及び成年の

体重は増加しており，52・53両年の放牧圧の過乗もそれほ

ど過大なものではなかったものと推察された。

（8）まき牛による受胎率

まき牛による受胎率ははば90％以上を維持する事が可能

であった。このことから林地内という条件が牛群の性行動

に支障を及ぼさなかったと考えられた。

（9）疾病，事故の発生状況

造林地放牧に特有であろと考えられる疾病，事故の発生

は見られなかった。また発生状況，治療件数共に当場の他

の放牧地のものと変わりはなかった。

4　ま　　と　　め

（1）植林限界前後の高海抜地域の造林地への肉用牛の放

牧は，造林木の成長の各々のステージに合わせた適正な放

牧圧を保つことにより，植林後2年日から13年目までの間

継続して行うことが可能であることが知られた。

（2）すなわち3～5年生林では造林木の被害を10％以下

に押えながら，70～90％程度の下刈省力効果が期待できる

と共に，40C・D／‰牒慨の牧葦力を得ることができる。

（3）6～10年生林では40～50C・Dの安定した牧糞力が

得られると共に，造林木の被害を4％以下に保つことがで

きた。

（4）杯床野草の生産量が衰えろ11年目以後の造林地では，

放牧利用年限の延長を図るために，衰えた牧糞力に見合う

補助牧区を併用することにより，子年の増体成凱こ悪影響

を及ぼすことなく13年生林まで放牧が可能となった。

（5）しかしb8当たりの牧糞力が200・D以下に低下する

14年生林以後になると，1牧区3旺8前後の牧区では，1

群50頑以上の一般的規模の牛群の場合，転牧を頻繁に行わ

ねはならず，また棟内放牧地でこれ以上牧区面積を拡大す

ると，放牧監視に要する労力が過大になり実用的ではなく

なる。

（6）このため14年生林以後の造林地においては，野草を

培養するための林木の除間伐，あるいは除間伐した林床へ

の牧草導入等が必要となるが，これらについては現在試験

を継続中である。
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